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発注情報詳細 

公表日 令和５年２月 28日（火） 

入札方法 入札書の持参による 公募型指名競争入札 

件名 中央図書館 地下 1階ホール音響設備等改修業務委託 

履行場所 設計図書のとおり 

履行期間 契約締結日から令和５年９月 30 日まで 

入

札

参

加

資

格 

種目 電気機械類 

細目 Ａ 電気機械類 

所在地区分・順位 市内 

企業規模 中小企業 

その他 

１  横浜 市契約 規則（ 昭和 39 年３ 月横浜市 規則第 59 号 ）第３

条 第 １項 に 掲げ る 者で な いこ と 及び 同 条第 ２ 項の 規 定に より

定 めた資 格を有 する者 である こと。  

２  令和 ３ ・４ 年度横 浜 市一 般 競争 入札有 資 格者 名 簿（ 物品・

委 託 等関 係 ）に お いて 所 在地 区 分が 「 市内 」 であ り 、規 模区

分 が「 中小企 業」、営業 種目が「電 気機械類 」、細目「Ａ  電

気 機械類 」で登 録が認 められ ている 者であ ること 。  

３  入札 参 加意 向申出 締 切か ら 入札 日まで の 間の い ずれ かの日

に お いて 、 横浜 市 指名 停 止等 措 置要 綱 に基 づ く指 名 停止 措置

を 受けて いない 者であ ること 。  

提出書類 公募型指名競争入札参加意向申出書 

設計図書 ６ページ以降 

入札参加申込締切日時 令和５年３月 14日（火）午後５時００分 

指名・非指名通知日 令和５年３月 16日（木）午後５時００分までに電子メールにより通知 

質疑締切日時 
令和５年３月７日（火） 

午後５時００分 
回答期限日時 

令和５年３月９日（木） 

午後５時００分 

入札及び開札日時 令和５年３月 22日（水）午後３時３０分 

入札及び開札場所 横浜市西区老松町１番地 横浜市中央図書館５階 第１会議室 

支払い条件 前金払 しない 部分払 しない 契約保証 免除 

発注担当課 教育委員会事務局中央図書館企画運営課 電話 045-262-7334 

契約事務担当課 同上 
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中央図書館 地下 1階ホール音響設備等改修業務委託の入札について（入札説明） 

 

１ 業務内容 

  設計図書のとおり 

 

２ 入札参加の手続き 

  入札に参加しようとする者は、次の(1)から(4)のとおり書類を提出しなければなりません。 

 (1) 提出書類 

   公募型指名競争入札参加意向申出書 

 (2) 提出方法 

   上記(1)の提出書類を、(3)の期間内に、13 の提出先へ直接持参、郵送、電子メールまたは FAX で

提出してください。 

   郵送の場合は、郵送した日に電話で 13の提出先へ連絡してください。 

   電子メールまたは FAXで送信した場合は、電話で 13の提出先へ到着確認を行ってください。 

   （持参及び電話の受付時間は、休日等を除く毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５

時まで） 

 (3) 提出期間 

   公表日から令和５年３月 14日（火）午後５時（必着）まで 

   （受付時間は、休日等を除く毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで） 

 (4) 入札参加に係る通知 

   次のいずれかの通知を、令和５年３月 16日（木）午後５時までに電子メールにて行います。 

  ア 公募型指名競争入札指名通知書 

  イ 公募型指名競争入札非指名通知書 

 

３ 入札参加資格の喪失 

  入札参加資格の確認結果の通知後、入札参加資格を有することの確認を受けた者が次のいずれかに

該当するときは、当該入札に参加することができません。 

 (1) 資格条件を満たさなくなったとき。 

 (2) 提出書類に虚偽の記載をしたとき。 

 

４ 設計図書等に関する質問 

 (1) 方法 

   設計図書等に質問があり回答を求める場合には、令和５年３月７日（火）午後５時（必着）までに、

別紙「質問書」を 13 の提出先へ電子メールにより提出してください。その他の方法での質問は、一

切受け付けません。 

   提出後、13の提出先へ電話により到着確認を行ってください。（電話の受付時間は、休日等を除く

毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで） 
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 (2) 回答 

   令和５年３月９日（木）午後５時までに横浜市ホームページ上に掲載します。それ以外の方法によ

る回答は行いません。 

 (3) その他 

   入札後、当該設計図書等について不知又は不明を理由として異議を申し立てることはできません。 

 

５ 入札書の作成等 

 (1) 入札書は別紙様式の「入札（見積）書」を使用してください。 

 (2) 入札書及び入札に係る文書に使用する言語並びに通貨は、日本語及び日本国通貨に限ります。 

 (3) 総価により行います。入札参加者は、一切の諸経費を含めた契約希望金額で見積りをしてくださ

い。入札書には、免税業者であるか課税業者であるかを問わず、契約希望金額の 110 分の 100 に相

当する金額を記載してください。 

 (4) 入札参加者は、入札書の記載事項を次のいずれかの方法により、訂正することができます。ただ

し、入札金額を訂正することはできませんので、その場合には入札書を再度作成してください。 

  ア 入札書に押印をする場合 

    当該訂正部分について押印をしなければなりません。 

  イ 入札書の押印を省略する場合 

    当該訂正部分について本件責任者、担当者又は代表者の署名をしなければなりません。 

 (5) 入札参加者は、その提出した入札書の引換え、変更又は取り消しをすることはできません。 

 

６ 入札方法 

 (1) 入札及び開札の日時・場所 

   発注情報詳細のとおり 

 (2) 入札方法 

   入札参加者が別紙様式の「入札（見積）書」を入札時に直接投函して行います。 

 

７ 入札及び開札における注意事項 

 (1) 入札 

  ア 入札参加者であることを証明するため、入札参加者は、入札室に入場しようとするときは、入札

関係職員に「公募型指名競争入札指名通知書」を提示することとします。印刷して当日必ず持参し

てください。 

  イ 入札書の押印を省略する場合、入札室には、原則「本件責任者」又は「担当者」の方が入室する

ようにしてください。 

  ウ 入札参加者は、遅刻した場合には、入札に参加できません。 

  エ 入札参加者は、本件調達に係る入札についての他の入札参加者の代理人になることができませ

ん。 

  オ 入札参加者は、入札・開札がすべて終了するまでの間、横浜市教育委員会教育次長（以下「教育

次長」という。）が特にやむを得ない事情があると認めた場合のほか、入札室を退場することがで
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きません。 

  カ 入札室には、入札参加者又は入札関係職員以外の者は入場することはできません。 

  キ 入札室において、公平な競争の執行を妨げ、若しくは妨げようとした者又は公正な価格を害し、

若しくは談合をした者は、当該入札室から退去させます。 

 (2) 開札 

  ア 開札は入札参加者が出席して行います。入札参加者が立ち会わないときは、当該入札事務に関

係のない本市職員を立ち会わせてこれを行います。 

  イ 押印を省略した入札書が提出された場合は、「本件責任者及び担当者」の在籍確認を、開札を中

断して行います。その間も入札室を退場することはできません。 

    「本件責任者及び担当者」の在籍確認は、入札室内で本人確認書類等（運転免許証・マイナンバ

ーカード・パスポート）又は顔写真付きの社員証等により行うか、有資格者名簿に登載の連絡先あ

てに電話をするなどをして行います。電話が繋がらないなど、在籍の確認ができなかった場合は、

入札書は無効となります。 

 (3) 再度入札 

   開札を行い、入札参加者の入札のうち予定価格以下の入札がないとき、一回目の入札で落札しな

い場合には、その場で二回目の入札を行いますので、入札書は二枚用意してください。 

   地方自治法施行令第 167条の２第１項第８号の規定により、二回目の入札で落札しない場合には、

最低価格を提示した業者と交渉を行い、予定価格内合意した場合に随意契約を行うこととします。 

 (4) 入札の中止 

   教育次長は、入札参加者が談合し、又は不穏の挙動をする等の場合で競争入札を公正に執行する

ことができない状態にあると認めたときは、当該入札を延期し、又はこれを中止することがありま

す。 

 (5) 入札の辞退 

   入札参加者は、入札書を投函するまでは、次のア又はイの方法により、いつでも入札を辞退するこ

とができます。 

   なお、入札を辞退した者は、これを理由として以後の指名等について不利益な取扱いを受けるも

のではありません。 

  ア 入札執行前 

    入札辞退届を契約担当職員に直接持参、郵送、電子メールまたは FAXで提出してください。ただ

し郵送、電子メールまたは FAXの場合には、入札日時までに 13の提出先に必着のこと。 

  イ 入札執行中 

    入札辞退届又はその旨を明記した入札書を、入札を執行する職員に直接提出してください。 

 (6) 入札の無効 

   次の入札は無効とします。 

  ア 横浜市契約規則第 19条の規定に該当する入札 

  イ 入札参加資格を満たさない者が行った入札 

  ウ ２に定める提出書類について虚偽の記載をした者が行った入札 

  エ 前各号に定めるもののほか、この発注情報詳細等に定める方法によらない入札 
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８ 落札者の決定 

 (1) 横浜市契約規則第 13条の規定に基づいて作成された予定価格以下で最低の価格をもって有効な入

札を行った者を落札者とします。 

 (2) 開札の結果、落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あった場合、直ちに当該入札者にくじ

を引かせ、落札者を決定します。 

 (3) 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に 10パーセントを加算した金額（契約希望金額）

を落札価格とします。 

 

９ 入札保証金及び契約保証金 

  いずれも免除します。 

 

10 契約書の作成 

 (1) 競争入札を執行し、契約の相手方が決定したときは、契約の相手方と別紙様式による契約書を取り

交わします。 

 (2) 教育次長が契約の相手方とともに契約書に記名押印した時に、本契約は確定します。 

 

11 契約金の支払方法 

 (1) 前金払 

   行いません。 

 (2) 契約金の支払方法 

   完了検査終了後、請求に基づき支払います。 

 

12 その他 

 (1) 当該入札参加者及び当該契約の相手方が本件調達に関して要した費用については、すべて当該入

札参加者又は当該契約の相手方が負担します。 

 (2) 発注情報詳細等を入手したものは、これを当該入札以外の目的で使用できません。 

 

13 各種提出先及び契約の手続きに関する問合せ先 

  〒220-0032 横浜市西区老松町１番地 

  横浜市教育委員会事務局中央図書館企画運営課（中央図書館 ４階事務室） 

  担当：久保寺、植木 

  電話番号 ：045-262-7334 

  F A X番号 ：045-262-0052 

  電子メール：ky-libkiun@city.yokohama.jp 
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受付 種目番号 委 託 担 当 担当者名
ふ り が な

久保寺
くぼでら

・植木
うえき

番号 電 話 262-7334

1 件名 中央図書館　地下1階ホール音響設備等改修業務委託

2 履行場所 中央図書館　地下1階ホール

3 履行期間 ■期間 契約締結した日 から 令和5年9月30日 まで

又は期限 □期限 まで

4 契約区分 ■確定契約 □概算契約

5 その他特約事項 なし

6 現場説明 ■不要

□ 要 (　　月　　日　　時　　分　　場所　　　　　　　　　　　）

7 委託概要 本委託では、ホールを使用した際に十分な品質を得られるように、

音響・映像・通信設備を整備することを目的とする。

　　　令和５年度  一般会計 歳出 第15款６項３目 12節(1)委託料（費用）

設　　　計　　　書

連 絡 先
中央図書館企画運営課
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　8 部分払

  □　す　る(１２回以内）

  ■　しない

履　行
予定月

数　量 単　位

※　単価及び金額は消費税及び地方消費税相当額を含まない金額

※　概算数量の場合は，数量及び金額を（　）で囲む

￥

内　訳 　業　 務　 価　 格
　￥

　消費税及び地方消費税相当額

　￥

部　分　払　の　基　準

業　務　内　容 単　　　価 金　　　額

委　託　代　金　額
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名　　　　　称 形状寸法等 数 量 単位 摘　　要

１　材料費

 (１) 音響設備 1 式

 (２) 映像設備 1 式

 (３) 通信設備 1 式

小計

２　取付作業及び交換作業費 1 式

３　試験調整費 1 式

４　撤去及び処分費 1 式

５　搬入・搬出費 1 式

６　諸経費 1 式

業務価格

消費税及び地方消費税相当額

委託代金額

※　概算数量の場合は，数量及び金額を（　）で囲む

単　　　価 金　　　額

内　　　　訳　　　　書

　　　　　(円) 　　　　　(円)
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中央図書館 地下1階ホール音響設備等改修業務委託 仕様書 
 
１ 総則  

委託者及び受託者は、当該委託契約に関し、委託契約約款に定めるほか、この仕様書に
従い受託業務を履行しなければならない。 

 
２ 件名  
  中央図書館 地下 1 階ホール音響設備等改修業務委託 
 
3  履行場所 
  中央図書館 地下 1 階ホール 
 
４ 履行期限 

契約決定した日から令和５年９月 30 日まで 
※作業期間及び作業時間帯については委託者と別途協議の上決定すること。 
 

５ 委託の内容 
  ホールを使用した際に十分な品質を得られるように、音響・映像・通信設備を整備する
ことを目的とする。内容の詳細については９ 特記事項を参照すること。 
なお、改修後のホールの主な使用目的は、下記の通りとする。 
（１）講師による講演会（講師のリモート出演を含む） 
（２）対談・座談会 
（３）舞台上催事のインターネットを通じた動画ライブ配信、録画配信 

 
６ 注意事項 
(１) 作業中の受託者の責任により異常が発生した場合は、委託者と協議のうえ、受託者の 

責任で速やかに復帰すること。 
(２) 搬入、据付、配線の敷設等作業に伴って発生した廃棄物の撤去を作業期間内に完了す 

ること。別表にて「交換」または「廃棄」となっている部品及び作業中に発生した産業
廃棄物は適切に回収、処理をすること。また、資材等の集積場所、図書館開館時間中の
利用者フロアでの作業については、委託者と協議の上、その指示に従うこと。 

(３) 作業に要する道具・資材等は受託者が用意すること。作業に要する電源については委 
託者が提供する。 

(４) 契約締結後、作業計画書及び工程表を提出し、委託者の承認を得ること。 
(５) 納入機器類の操作方法について、利用者向けの簡易操作マニュアルを作成し、電子デ

ータ及び書面にて提供すること。また、設置完了後に取扱い説明を実施すること。 
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(６) システム系統図、配線図を作成、提出し、また各機器の取り扱い説明書、保証書を提
出すること。 

(７) 委託期間終了後から１年間を保証期間とし、期間内に発生した不具合について、受託
者の責任において無償でメンテナンス若しくは部材の交換を行うこと。 

(８) 本仕様書に記載がない場合においても、本仕様書の記載を実施するために必要となる
作業、材料などは、受託者が用意するものとする。  

(９) 図書館の駐車場、トイレ等の設備利用については、委託者の許可を得ること。 
(10) 作業の実施により移動した物品等については、必ず元の位置に戻しておくこと。 
(11) 作業員は、業務中は名札及び腕章又は胸章をつけること。 

 
７ 再委託 
（１）受託者は再委託を行う場合には、再委託承諾願書を提出しなければならない。 
（２）受託者は、再委託業務を統括管理しなければならない。 
 
８ 疑義等 
（１）受託者は、本委託の履行に疑義のある場合は事前に本市担当者と協議し、その内 

容を十分に了解した上で本委託を履行する。 
（２）本委託の設計図書に記載のない事項については、双方協議の上、決定する。 
 
９ 特記事項 
  現行機器のメーカー・型番等については、ホール設置機材一覧表【別紙１】を参照する 
こと。 

(１) 音響機器 
ア ホール内スピーカー設備 交換 

ホール内スピーカー設備について、正常に稼働するようにすること。 
(ｱ) プロセニアムスピーカー１台、サイドスピーカー及び跳ね返りスピーカー各１組
について、既設品と同等程度の音響特性等を備えたパッシブスピーカーに交換す
ること。 

(ｲ) 講演会・対談等の目的において十分な音質が提供できるよう、必要に応じてスピ
ーカー本体の設置の向き・角度等を調整すること。 

(ｳ) 各スピーカーは経年及び地震等災害で脱落しないよう固定すること。 
イ その他スピーカー設備 交換 

調整室モニタスピーカー、親子室シーリングスピーカー、舞台袖壁掛け型スピーカ
ーについて、既設品と同等程度の音響特性等を備えたスピーカーに交換すること。 

ウ スピーカー配線 交換 
調整室パワーアンプから各スピーカーまでの配線について、十分な音質を提供で
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きるよう交換すること。 
エ ホール内ワイヤレスマイク設備 交換 

ホール内で司会・登壇者及び客席質疑応答用として使用するマイクについて、下記
を満たすようにすること。 
(ｱ) ワイヤレスマイクシステムであること。 
(ｲ) マイクの本数は６本とし、すべてハンドヘルド型であること。また、６本までの
同時使用ができること。 

(ｳ) マイクは単３形あるいは単４形乾電池で運用できること。専用充電器は不要とす
る。 

(ｴ) 舞台上及び客席において十分な通信品質が確保できること。 
(ｵ) 講演会・対談等の目的における使用について十分な音質が確保できること。 
(ｶ) 電波受信機及び分配器については、調整室内の機器ラックに設置すること。 

オ ホール内有線マイク配線 交換 
(ｱ) ホール内舞台手前側のマイクジャック（３か所、計６口）について、配線を新調
し、調整室音響調整卓に接続すること。 

(ｲ) 必要に応じてコネクタボックスを使用すること。 
カ 有線マイク備品 交換 

(ｱ) 主にアナウンス、講演会等に使用するダイナミックマイクを６本用意すること。 
(ｲ) 主にピアノ演奏や読み聞かせの録音に使用するコンデンサマイクを３本用意す
ること。 

(ｳ) コンデンサマイクにはマイクスタンドに設置可能なショックマウント及びポッ
プガードを同数分用意すること。 

キ 調整室影アナウンス用マイク １台 交換 
調整室にて会場アナウンス用として使用するマイクについて、下記を満たすよう

にすること。 
(ｱ) 有線のダイナミック型マイクであること。 
(ｲ) グーズネック等の構造でマイク位置の簡便な調整が可能なスタンドに設置され
ていること。 

(ｳ) 調整室内でホール方向を向いた位置に設置すること。音響調整卓から離れた位置
に設置する場合は、手元で ON／OFF の設定が可能なスイッチを設けること。 

ク ホール内エアマイク ２台 交換 
調整室モニタ用及び動画撮影時の会場音採録用としてホール内天井マイクスタン

ドに設置するエアマイクについて、下記を満たすように交換すること。 
(ｱ) 有線のコンデンサ型超指向性ガンマイクであること。 
(ｲ) ショックマウントを設けること。 
(ｳ) 調整室におけるホール内音響のモニタリング使用の目的に対して、十分な品質が
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確保できること。 
(ｴ) ホール内の他の音響機器との干渉によってハウリング等を起こさないこと。ある
いは、音響調整卓等による簡便な設定でハウリング等を起こさないようにできる
こと。 

ケ 調整室音響調整卓 １台 交換 
調整室に設置の音響調整卓について、下記を満たすように交換すること。 

(ｱ) 音響入力として、16 以上のライン入力（ファンタム電源に対応すること）、１以
上のステレオ入力、１以上の.WAV 形式等デジタル音声ファイルを USB フラッシ
ュメモリまたは SD カード等から直接再生できる端子を備えていること。 

(ｲ) 音響出力として、12 以上のライン出力、1 以上の USB 出力（PC と接続可能なオ
ーディオインターフェース機能を備えていること）を備えていること。 

(ｳ)  マスターフェーダー１本及び 16チャンネル以上のフェーダーを備えていること。
なお、フェーダーの割り当てについては委託者と協議の上決定すること。 

(ｴ) 簡易的なイコライザー、コンプレッサー、リバーブ機能を備えていること。 
(ｵ) ＳＤカードまたはハードディスク等への録音機能を備えていること。 
(ｶ) 各入力機器、及びパワーアンプ等を適切に接続、配線すること。 
コ 調整室音響調整卓 ミキサースタンド １台 交換 

調整室に音響調整卓を載せる卓、あるいはスタンド、ラック等を設けること。 
(ｱ)  音響調整卓設置時に舞台側を向いて着席して操作が可能であること。 
(ｲ)  音響調整卓を安定して設置できること。この条件を満たす限りで専用ラックやス
タンドでなくてもよい。 

サ 電源装置 交換 
調整室内の各機器に給電するパワーディストリビュータとして、下記を満たすもの

を設置すること。 
(ｱ) 音響機器に必要なノイズフィルターを備えていること。 
(ｲ)  各パワーディストリビュータはひとつあたり 14A 以上の許容入力があること。ま
た、10 口以上の電源コネクタを有すること。電源コネクタと接続機器のプラグ形状
が合わない場合は、適宜アダプタ等で対応すること。 

(ｳ) 過電流に対するブレーカーを備えていること。 
(ｴ) ひとつの動作で全機器への電源投入が可能であること。その際、適切な遅延によ
って、電源投入時及び切断時に機器に負担がかからないようにすること。 

(ｵ) 調整室内のラックに設置すること。 
シ 調整室パワーアンプ 交換 

調整室内に各スピーカーを駆動するためのパワーアンプを設置すること。それぞれ
のパワーアンプは各スピーカーの特性および出力に対して適切なものとし、調整室内
のラックに設置すること。 
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ス 音響配線 敷設、点検及び交換 
調整室内の機器については新たに配線し、調整室から各スピーカー間の配線につい

ては点検を行い、必要に応じて交換すること。 
(ｱ) 下記の音響配線については、不使用のまま残置とする。 

a 舞台上音声出力コンセント 
c ホール内マイク入力コンセント 
e ホワイエ音響出力配線（ホワイエスピーカー系） 

(ｲ) 不使用の音響配線については、点検・再配線共に不要とする。 
(ｳ)  不使用の音響配線について、表示等によって不使用であることがわかるようにす
ること。 

(ｴ)  舞台袖から音響を調整する設備は不要とする。 
セ 調整室ラック 

調整室内に EIA 規格のラックが６列配置されている。交換・新設機器で設置可能な
ものについてはこのラックに固定すること。 
(ｱ) 配線、動線、エアフロー等を考慮した配置にすること。 
(ｲ) 不使用ユニット部分はブランクパネル・通気パネル等でふさぐこと。 
(ｳ) 不使用となったラックについては撤去し、廃棄すること。 

(３) 映像機器 
ア ホール内設置カメラ 交換 

インターネット動画配信及び催事の録画に用いるビデオカメラを設置すること。 
(ｱ) 座席後方キャットウォークから舞台上を撮影できること。 
(ｲ) 4K 及びフル HD での動画撮影が可能であること。 
(ｳ) 調整室に遠隔でパン、チルト、ズーム等の操作が可能なコントローラを設置する         
こと。ただし、ビデオスイッチャーにコントローラ機能が搭載されている場合は不
要とする。 

(ｵ) 望遠側が 35mm 換算で 300mm 以上の焦点距離のレンズを搭載していること。
広角側については、設置位置において舞台全体を撮影できること。 

(ｶ) PoE 等により LAN ケーブルから動作に必要な電力を供給できること。 
(ｷ) HDMI での接続が可能なこと。 

イ ホール内移動撮影用カメラ 新設 
主に舞台上から客席側を撮影する用途、及び動画作品撮影用のビデオカメラを用意

すること。 
(ｱ) 4K 及びフル HD での動画撮影が可能であること。 
(ｲ) HDMI 接続によりライブ映像の伝送が可能であること。 
(ｳ) 録画時間に制限がないこと。 
(ｴ) 35mm 換算で 28mm から 300mm 程度の光学ズーム可能なレンズを装着できる
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こと。 
(ｵ) 三脚設置時に本体に触れずにズーム範囲の調整が可能なリモコンが使用できる
こと。 

(ｶ) 256GB 以上の保存容量、UHS-1 以上の転送規格に対応した SDXC カードを１
枚用意すること。 

(ｷ) 伸長時の全長 140cm 以上、3kg 以上の耐荷重とビデオ雲台を備えた三脚を用意
すること。 

ウ ビデオミキサー 新設 
ホール内カメラ、調整室パソコン、舞台パソコンからの映像入力の切り替え、音声

の取り出し、簡易的な編集が可能なビデオミキサーを設置すること。 
(ｱ) 4 以上の HDMI 入力、3 以上の HDMI 出力、１以上のステレオ音声出力または

XLR 音声出力を備えていること。 
(ｲ) 1080/60p 以上の映像規格に対応していること。 
(ｳ) 簡便な操作で２画面合成（PinP）が行えること。 
(ｴ) プレビューモニタとしてフル HD、23 インチ以上のモニタを設置し、ビデオミ
キサーと接続すること。 

エ ビデオキャプチャー 新設 
調整室パソコンに映像を入力するためのビデオキャプチャーを設置すること。ビデ

オミキサーがパソコンへの入力機能を備えている場合には不要とする。 
(ｱ) ビデオミキサーの HDMI ケーブルを入力し、USB へと出力すること。 
(ｲ) Windows10またはWindows11搭載ノートパソコンで外部映像入力として認識で
きること。 

オ 映写機 交換 
調整室に舞台スクリーンに映像を投影するプロジェクターを設置すること。 

(ｱ) フルハイビジョン以上の解像度（アスペクト比は 16:9 とする）に対応すること。 
(ｲ) 5000lm 以上の輝度に対応すること。 
(ｳ) 投影時の画面サイズが舞台スクリーンの大きさ（2000mm*3600mm）に収まるこ
と。 

(ｴ) 天井もしくは架台等に適切に固定すること。 
(ｵ) ビデオミキサーと接続すること。 

カ 映像ケーブル敷設 新設 
各カメラ及び舞台上パソコンから調整室ビデオミキサーに接続するための HDMI

ケーブルを 敷設すること。 
(ｱ) 共通 

a HDMI のバージョンは 2.0 以上であること。 
b 必要に応じて光ファイバ若しくは HDMI 中継器等を用い、通信品質を維持す
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ること。 
c ホール内において配線は露出しないこと。 
d 抜き差しが頻繁に行われることを踏まえ、端子およびケーブル本体の耐久性に
留意すること。 

(ｲ) 舞台配線 
a 舞台手前側床下に舞台上 PC 接続用として１本、舞台下手奥側に移動撮影用カ
メラ接続用として 1 本配線を行うこと。 
b 非使用時は舞台内に格納し、必要に応じて 3 メートル程度取り出せるようにす
ること。 
c 移動撮影用カメラ接続用配線については、マイクロ HDMI 等入力側が移動撮
影用カメラと適合した端子形状であること。 

(４) 通信設備 
ア ノートパソコン 新設 

録画、動画編集、動画配信等に用いるノートパソコンを設置すること。 
(ｱ) OS は Windows10 Pro または Windows11 Pro であること。 
(ｲ) CPU は低消費電力版ではない intel core i7 または AMD Ryzen 7 と同等以上の
処理能力を備えていること。 

(ｳ) 16GB 以上のメモリを搭載していること。 
(ｴ) 512GB 以上のソリッドステートドライブを搭載していること。 
(ｵ) ２系統以上のデジタル映像出力端子を搭載していること。また、少なくとも１
系統は HDMI 端子であること。 

(ｶ) 有線 LAN 端子を搭載していること。 
(ｷ) ４つ以上の USB 端子（type A）を搭載し、少なくとも１つは USB3.0 以上で
あること。USB 端子が不足する場合、別途ハブを用意すること。 

(ｸ) CD 及び DVD の読み込みが可能なディスクドライブを搭載していること。 
(ｹ) USB 接続のマウスが付属すること。 
(ｺ) 下記のソフトウェアをインストールした状態で引き渡すこと。 

a  Adobe Premier Elements 
b  Microsoft Word, Excel, PowerPoint 
c  OBS Studio 
d  ZOOM ビデオコミュニケーションズ ZOOM 
e （ある場合）音響調整卓付属の DAW 
※いずれもサブスクリプション版は不可とする。 

(ｻ) 下記の機器と接続すること。その際、ドライバのインストール等使用に必要な
作業を行うこと。 

a 音響調整卓（オーディオインターフェースとして接続。） 
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b ビデオミキサー 
PC 画面をビデオミキサーに入力すること。また、ビデオキャプチャー経由

でビデオミキサーに接続したカメラ等の映像を PC に入力すること。 
(ｽ) 机等の上に設置すること。十分な操作スペースがあれば、音響調整卓またはカ
メラコントローラと同じ机を共有して構わない。 

イ LAN ケーブル延長・敷設 新設 
インターネット接続用の LAN ケーブルを既設線より延長すること。 

(ｱ) 共通 
a  ホール内において配線は露出しないこと。 
b  LAN ケーブルはカテゴリ６以上に対応していること。 
c  LAN ケーブルの色は水色であること。 
d  LAN ケーブルには接続元及び接続先を表示すること。 
e  設置するスイッチングハブは 1000BASE-T に対応していること。 

(ｲ) 利用者用インターネット回線 
a  地下１階 EPS 室ルーターからホール内まで LAN ケーブルを延長すること。 
b  FreeSpot 対応の無線 LAN アクセスポイントを接続すること。 
(a) 同時接続人数は 200 名までとする。 
(b) ホール客席のどこでも接続可能であること。 

(ｳ) 業務用インターネット回線 
a  ホール内舞台に既設の LAN ケーブルを延長すること。 
b  スピーカー室内にスイッチングハブを設け、舞台床下に LAN ケーブルを１本
配線すること。 

c  スピーカー室内スイッチングハブから調整室まで LANケーブルを配すること。 
d  調整室内に PoE+規格を満たす給電能力を備えたスイッチングハブを設置す
ること。 

e  EPS 室ルーターにて利用者向け回線と業務用回線の VLAN 設定を行うこと。 
 

10 別添資料 
（１）ホール設置機材一覧表【別紙１】 
（２）音響・映像設備システム系統図【別紙２】 
（３）ネットワーク構成図【別紙３】 
（４）中央図書館地下 1 階平面図【別紙 4】 
（５）中央図書館地下 1 階ホール電気設備図面【別紙５】 
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名称
現行機器メーカー・型

番
現行機器実物の仕様

現行
の数
量

種別 参考交換品（同等品可）
交換
品数
量

備考

プロセニアムスピーカー ALTEC 9812-8A 定格150W、PGM300W/8Ω 1 交換 YAMAHA IF2115M/95 1 PGM600W/8Ω

サイドスピーカー ALTEC 9872-8A 定格150W、PGM300W/8Ω 2 交換 YAMAHA BR12 2 PGM300W/8Ω

跳ね返りスピーカー YAMAHA S22 160W/8Ω（PGM） 2 交換 TOA F-1300B 2 PGM150W/8Ω

親子室シーリングスピーカー YAMAHA製
天井埋込型スピーカー／アッテネーター
付／90W（PGM）/8Ω

1 交換 YAMAHA VC8NW 1

楽屋スピーカー Victor製
天井埋込型スピーカー／アッテネーター
付

2 残置（不使用） 楽屋（大）、楽屋（小）に各１

舞台袖壁掛け型スピーカー Victor製 壁付型スピーカー、3W/3.3kΩ 2 交換 JVC SB-W126AT 1

ホワイエスピーカー メーカー・型番不明 天井埋込型スピーカー 2 残置（不使用）

調整室モニタスピーカー YAMAHA NS-10M 60W（PGM）/8Ω 2 交換 YAMAHA　HS7 2 パワードスピーカー

ステージスピーカー用ジャック ３ピンXLR 残置（不使用）

ワイヤレスマイク Panasonic WX-4200 800MHz帯アナログワイヤレスマイク 2 交換 JVC WM-P902 6

ワイヤレスマイクアンテナ Panasonic WX3910 4 交換 JVC WT-Q830 4

ワイヤレスマイク受信機 Panasonic WX-3020 受信帯域はB13、B14 2 交換 JVC WT-914 2

ワイヤレスマイク分配器 Panasonic WX-3900 1 交換 JVC WT-D88-B 1

ホール内エアマイク
オーディオテクニカ
AT-4073

コンデンサ型ガンマイク／ショックマウント
付

2 交換
Audio Technica
ATM57a

2

有線マイクジャック ３ピンXLR、舞台上に６口、ホール内に２
口

一部交換 舞台上６口のみ交換

有線ダイナミックマイク SHURE SM58　等 交換 Shure SM58 6 講演会／パネルディスカッション等用

有線コンデンサマイク 新設 SONY C80 3 録音用

ポップガード 新設 TASCAM TM-AG1 3

調整室用影アナウンス用マイク マイクはSHURE SM58
ダイナミックマイク（グーズネック・音響調
整卓設置）

1 交換 TASCAM TM-95GN 1

CDプレーヤー TASCAM CD-401MK2 2 廃棄

カセットレコーダー TASCAM 112R 2 廃棄

カセットテーププレーヤー TASCAM 122MK2 2 廃棄

オープンリールレコーダー オタリ MX-5050 1 廃棄

レコードプレーヤ Technics SL-1200MK3 1 廃棄

音響調整卓 YAMAHA PM1800
入力24フェーダー、マスター1フェーダー、
8フェーダーの出力調整卓が付属

1 交換
Presonus StudioLive
32SC

1

コンソールデスク 1 交換 AURORA UD-1100 1

グラフィックイコライザ YAMAHA Q2031A 6 廃棄 機能としては音響調整卓で代用

コンプレッサ/リミッタ YAMAHA GC2020-8II 3 廃棄 機能としては音響調整卓で代用

マルチエフェクタプロセッサ YAMAHA SPX990 1 廃棄 機能としては音響調整卓で代用

デジタルリバーブ YAMAHA REV5 1 廃棄 機能としては音響調整卓で代用

調整卓電源 YAMAHA PW1800 1 廃棄

電力増幅器 YAMAHA PC1002 出力：100W+100W/8Ω 4 交換 YAMAHA PA2120 2 100W*2、ハイインピーダンス対応。跳ね返りスピーカー、親子室・舞台袖用

電力増幅器 YAMAHA PC2002 出力240W+240W/8Ω 6 交換 YAMAHA PX3 2 300W*2、プロセニアム（パワーブースト使用）、サイドスピーカー用

難聴者用フラットループアンプ RION CH-06 1 継続使用

音響用パワーディストリビュータ 不明 不明 交換 TASCAM AV-P2800 2

カメラ（ホール内・舞台側） Victor TK-S530 アナログビデオカメラ 1 交換 SONY BRC-X1000 1

PTZカメラコントローラ 新設 SONY RM-IP10 1

カメラ（ホール内・移動用） 新設 SONY ZV-E10 1

カメラレンズ 新設
Sony E PZ 18-200mm
F3.5-6.3 OSS

1

カメラリモコン 新設 SONY RMT-P1BT 1

ビデオ三脚 新設 SLIK VT-523N 1

カメラ用SDカード 新設
Sandisk Extreme PLUS
SDXCカード 256GB
Class10 UHS-I U3 V30

1

カメラ（舞台袖）
松下電器産業 WV-
CL120

CCD監視カメラ 1 残置（不使用）

モニター（AV架） Sony製 小型ブラウン管モニタ 1 廃棄

モニター ブラウン管テレビ。調整室、楽屋（２）、舞
台袖に有

4 廃棄

マトリックススイッチャー Imaginics SW-380 1 廃棄

VHSビデオレコーダー Sony SVO-2500 2 廃棄

LDプレーヤー Sony LDP-1500 1 廃棄

LD/DVDプレーヤー Pioneer DVL-H9 1 廃棄

AVミキサー YAMAHA MV-422 1 廃棄

タイムベースコレクタ Panasonic AV-6370 1 廃棄

カメラコントロールユニット Victor TK-U1003 1 廃棄

ビデオディストリビュータ Victor DU-102 1 廃棄

スライドフィルムTVコンバータ ELMO TRV-35G 1 廃棄

映写機
General Electric Talaria
LV10K

1 交換
EPSON EB-PU1007、
ELPLL08

1

ビデオミキサー 0 新設 Roland V8-HD 1

ビデオキャプチャー 0 新設 Roland UVC-01 1

プレビューモニタ 0 新設 IO DATA LCD-
DF241EDW-A

1

HDMIケーブル 0 新設
INAKUSTIK HDMI2.1
OPTICAL FIBER
CABLE

2 移動用カメラ用はインプット側端子がHDMIマイクロ端子

ノートパソコン 新設 マウスコンピュータ
NB541H

1

LAN配線 0 新設 1 舞台下からハブを経由して調整室まで配線を行うこと

ルーター
Micro Reserch MR-
GL1200

LAN側４ポート、1000BASE-T、VLAN対応
（B1 EPS室に設置）

1 継続使用 0 WAN側は光ファイバインターネットに接続（使用中）

スイッチングハブ 0 新設
バッファロー LSW6-
GT-5NS/BK

1 スピーカー室に設置

スイッチングハブ 0 新設
NETGEAR GS305P-
200JPS

1 調整室に設置。PoE+対応。

Wi-Fiアクセスポイント 0 新設 バッファロー FS-S1266 1 FreeSpot対応

インカムステーション CLEAR COM MS-222 1 継続使用

時計・ブザー設備 1 継続使用

ホール設置機材一覧表【別紙１】

他

増幅
器

撮影

ス
ピー
カー

映像
設備

調音
設備

音響
入力
機器

通信
機器
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（300W*2）

（300W*2）

（100W*2）

(100W*2)

キャットウォーク
PTZカメラ

舞台移動撮影用
カメラ

ビデオキャプチャ

プロジェクタ

プレビューモニタ

①HDMI in

②HDMI in

③HDMI in

④HDMI in

①HDMI out

②HDMI out

③HDMI out

調整室PC

Stereo out

ビ
デ
オ
ミ
キ
サ

舞台有線マイク５

舞台有線マイク６

舞台PC
（HDMI配線のみ）

親子室スピーカー

舞台袖スピーカー⑩Line in

⑪Line in

⑫Line In

⑨Line out 

⑩Line out 

⑪Line out 

PA４

PA４

音響・映像設備システム系統図【別紙２】

インカムメイン
ステーション（既設）

調整室インカム１，２
（既設）

舞台上手袖インカム
（既設）

音
響
調
整
卓

PA３

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ

ワイヤレス
マイク
１～６

舞台有線マイク１

④Line out 

⑦Line out 

①Line out 

②Line out 

③Line out 

モニタ
スピーカーL

モニタ
スピーカーR

プロセニアム
スピーカー

サイド
スピーカーL

サイド
スピーカーR

跳ね返り
スピーカーL

跳ね返り
スピーカーR

PA1

PA１

PA２

PA２

PA３

⑧Line out 

難聴者用
フラット
ループ
アンプ
（既設）

ループアンテナ
（既設）

USB out

キャットウォーク
インカムコンセント

１，２（既設）

⑫Line out 

⑭Line in

⑮Line in

⑯Line in

Stereo in

⑤Line out 

⑥Line out 

⑤Line in

⑥Line in

⑦Line in

⑧Line in

⑨Line in

⑬Line In

エアマイク
L

エアマイク
R

調整室
マイク

①Line in

②Line in

③Line in

④Line inワイヤレス
マイクアン

テナ*2

舞台有線マイク２

舞台有線マイク３

舞台有線マイク４
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B1／EPS室

ONU（既設）
NTT製GE-PON-ONJ

ルーター（既設）
MicroResearch製
MR-GL1200

スイッチングハブ
（既設）
Buffalo製
BS-GSL2005D

１Fへ

無線AP（新設）

学習室 カウンター

ネットワーク構成図【別紙３】

無線AP（既設）
Buffalo製FS-S1266

無線AP（既設）
Buffalo製FS-S1266

ホール

スイッチングハブ
（新設）

舞台PC（配線
のみ）

スイッチングハブ
（新設・PoE+対
応）

PC（新設）

カメラコン
トローラ
（新設）

カメラ
（新設）

スピーカー室

調整室

凡例 光ファイバ（既設）

LAN（既設）

LAN（今回設置） 19



ＥＰＳ－Ｂ１－１

ＤＳ－Ｂ１－６

横浜市建築局

図面名称縮 尺年月日

設 計 者

工 事 名

施設番号 棟番号 図面枚数 図面番号図 面
種 類

完 成
年 度

この図面は平成23年度緊急雇用創出事業により、竣工図面のpdfファイルからCAD化したものです。
受託者　「NPO法人　建物長寿命化ネットワーク」

2 2 0 0 00 3 2 1

平成６年１月 1/400(A3)

横浜市中央図書館（仮称）新築工事

前川建築設計事務所株式
会社
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Z1

X3X4X5

X2

X1

X6

X7

X8

Y7

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

変更設計図

UP

階段２

UP

光　庭

地下１階平面図

Ａ－０１４

ホール

貴重書庫書庫 Ｂ１

貴重書庫作業室

階段４

UP

音楽・映像資料庫

書籍搬送機

カウンターＥＬＶ
ＮＯ.５

倉庫
Ｂ１－１

ＥＬＶロービー Ｂ１

ＤＳ－Ｂ１－３

ＥＰＳ－Ｂ１－２

職員用ＥＬＶ

ＮＯ,３

職員用ＥＬＶ

ＮＯ,４

警備員室

洗面所

社員用通用口

ＰＳ－Ｂ１－２

機械室

受付カウンター

音楽・映像ライブラリー

男子洗面所（客用）

階段３

女子洗面所
（客用）ＤＳ－Ｂ１－５

ＤＳ－Ｂ１－４

学習室２

学習室１

ＰＳ－Ｂ１－３

自販機コーナー

談話室

ホワイエ 親子室

DN

調整室

ブース３ 舞台

袖舞台

控室１

倉庫Ｂ１－３

洗面所

倉庫Ｂ１－１

UP

控室２

ＰＳ－Ｂ１－１

シャワー室

ＤＳ－Ｂ１－２

階段１

ＤＳ－Ｂ１－１

洗面所
（客用）

女子洗面所
（客用）

男子洗面所
（客用）

荷物用ＥＬＶ
ＮＯ.６ ＥＬＶ

ＮＯ,１

ＥＬＶ
ＮＯ,２

ブース２

UP

編集室

UP

U
P

UP

階段 ６

身障者

ＥＬＶロビー Ｂ１－２

ＰＳ－Ｂ１－４

【別紙４】
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質 問 書 
 

  年  月  日 
 

横浜市契約事務受任者 
 

住 所  
商号又は名称  
担 当 部 署  
担 当 者 氏 名  
電 話 番 号  

 

契約件名 中央図書館 地下 1 階ホール音響設備等改修業務委託 
 
上記件名にかかる仕様（設計）書の内容等について、次のとおり質問します。 
項目（ページ数等） 質 問 内 容 

  

（注意）仕様（設計）書の内容等について質問がある場合は、「発注情報詳細」に記載された、質問

締切日時までにこの用紙に質問内容を記載し、担当部署である教育員会事務局中央図書館企画運営

課へ電子メール（ky-libkiun@city.yokohama.jp）で提出すること。 
 提出後、担当部署へ必ず電話（045-262-7334）により、到着確認を行うこと。（電話の受付時間

は、休日等を除く毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで） 
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令和〇年 ×月 △日 

公募型指名競争入札参加意向申出書 

横浜市契約事務受任者 

業者コード  9999999 

所在地    横浜市中区本町６－５０－１０ 

商号又は名称 横浜契約株式会社 

代表者職氏名 代表取締役  契約 太郎 

 次の指名競争入札に参加を申し込みます。 

公表日   令和〇年 ×月 △日    種目名 〇〇〇〇〇〇〇〇      

（注意）種目別に提出してください。 

 契約番号 件   名 

１ １２３４５６７８９０ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

２   

３   

４   

５   

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

△△営業部 ざいせい はなこ 

連   絡   先 
財政 花子 

045-1234-5678 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

同上 よこはま いちろう 

連   絡   先 
横浜 一郎 

045-9999-9999 
（注意） 
１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、参加資格を満たさな

いものとする。 
２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、参加資格を満たさないものとする。ただ

し、同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 
３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、参加資格を満たさないものとする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通事業

管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 本人確認書類（        ）・電話・メールアドレス 

ＦＡＸ番号・その他（                ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名   

 

記載例 

「業者コード」、「所在地」、「商号又は名称」、「代表者職氏名」は有資

格者名簿に登録した内容と同一になるように記載してください。 

押印の省略が可能ですが、押印省略する場合は、「本件責任者及び担

当者欄」の記載が必須となります。さらに、提出時に押印省略に伴う

文書の真正性の確認を行います。 

 

正確に記載してください。 

代表者、受任者又は

個人を特定できる印 

代表者氏名と同一の

人物である場合も記

載してください。 

「本件責任者」と同

一の人物である場

合は「同上」でも可

とします。 

原則、固定電話番

号を記載してく

ださい。ただし、

固定電話を設置

していない場合

は、携帯電話番号

でも構いません。 

注意事項は必ず全て御確認ください。 

横浜市使用欄のため、記載不要です。 

提出日を記載 

契約番号がある場合は記載してください。 

又は 

押 印 省 略

し、「本件

責 任 者 及

び 担 当 者

欄」を記載 
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年  月  日 

公募型指名競争入札参加意向申出書 

横浜市契約事務受任者 

業者コード   

所在地     

商号又は名称  

代表者職氏名            ㊞※ 
 次の指名競争入札に参加を申し込みます。 

公表日 令和５年 ２月 28日    種目名 電気機械類          

（注意）種目別に提出してください。 

 契約番号 件   名 

１ - 中央図書館 地下 1階ホール音響設備等改修業務委託 

２   

３   

４   

５   

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 
（注意） 
１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、参加資格を満たさな

いものとする。 
２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、参加資格を満たさないものとする。ただ

し、同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 
３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、参加資格を満たさないものとする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通事業

管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 本人確認書類（        ）・電話・メールアドレス 

ＦＡＸ番号・その他（                ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名   
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入札（見積）書 
 

令和〇年 ×月 △日 

 横浜市契約事務受任者 
                           所 在 地 横浜市中区本町６－５０－１０ 
 
                             商号又は名称 横浜契約株式会社 
 

                             代表者職氏名 代表取締役  契約 太郎        
 
 次の金額で、関係書類を熟覧のうえ、横浜市契約規則を遵守し入札（見積）いたします。 

 

金  額 

 

 

 

 

 

 
億 

 
千 

￥ 
百 

１ 
十 

２ 
万 

３ 
千 

４ 
百 

５ 
十 

６ 
円 

７ 
入札（見積）書には、消費税法第９条第１項規定の免税事業者であるか課税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望価格の

110分の 100に相当する金額を記載すること。これによらない方法での入札（見積り）を指示された場合は、それに従うこと。 

 

契約番号  １２３４５６７８９０   

 

件  名  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇                

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

△△営業部 ざいせい はなこ 

連   絡   先 
財政 花子 

045-1234-5678 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

同上 よこはま いちろう 

連   絡   先 
横浜 一郎 

045-9999-9999 

（注意） 

１ 入札の場合、押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、
無効とする。 

２ 入札の場合、「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、無効とする。ただ
し、同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 入札の場合、「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、無効とする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、
交通事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

５ 「横浜市契約規則」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道局契約規程（平成 20 年
３月水道局規程第７号）第２条の規定により読み替えて準用する横浜市契約規則」と、交通事業管理者の権限に
属する契約にあっては「横浜市交通局契約規程（平成 20年３月交通局規程第 11号）第２条の規定により読み替
えて準用する横浜市契約規則」と読み替えるものとする。 

６ 契約番号は、ある場合に記入すること。ない場合には空欄でも可とする。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 

（☐随意契約のため、在籍確認不要） 

通知書・申請書類・本人確認書類（         ） 

電話・その他（                 ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名  
 

 

 

記載例 

（入札書として使用する場合（一般競争入札・指名競争入札）） 

又は 

押印省略し、

「本件責任

者及び担当

者欄」を記載 

代表者、受任者又は

個人を特定できる印 

入札日を記載 

「所在地」、「商号又は名称」、「代表者職氏名」は有資格者名

簿に登録した内容と同一になるように記載してください。 

押印の省略が可能ですが、押印省略する場合は、「本件責任

者及び担当者欄」の記載が必須となります。さらに、入札時

に押印省略に伴う文書の真正性の確認を行います。 

￥マーク止め 

税抜き価格 

正確に記載してください。 

代表者氏名と同一の

人物である場合も記

載してください。 

「本件責任者」と同一の

人物である場合は「同

上」でも可とします。 

原則、固定電話番

号を記載してく

ださい。ただし、

固定電話を設置

していない場合

は、携帯電話番号

でも構いません。 

注意事項は必ず全て御確認ください。 

横浜市使用欄のため、記載不要です。 

契約番号がある場合は記載してください。 
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入札（見積）書 
 

  年  月  日 

 横浜市契約事務受任者 
                           所 在 地  
 
                             商号又は名称  
   

代表者職氏名                ㊞※ 

 
 次の金額で、関係書類を熟覧のうえ、横浜市契約規則を遵守し入札（見積）いたします。 

 

金  額 

 

 

 

 

 

 
億 

 
千 

 
百 

 
十 

 
万 

 
千 

 
百 

 
十 

 
円 

 
入札（見積）書には、消費税法第９条第１項規定の免税事業者であるか課税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望価格の

110分の 100に相当する金額を記載すること。これによらない方法での入札（見積り）を指示された場合は、それに従うこと。 

 

契約番号       -       

 

件  名  中央図書館 地下 1階ホール音響設備等改修業務委託         

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 

（注意） 

１ 入札の場合、押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、
無効とする。 

２ 入札の場合、「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、無効とする。ただ
し、同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 入札の場合、「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、無効とする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、
交通事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

５ 「横浜市契約規則」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道局契約規程（平成 20 年
３月水道局規程第７号）第２条の規定により読み替えて準用する横浜市契約規則」と、交通事業管理者の権限に
属する契約にあっては「横浜市交通局契約規程（平成 20年３月交通局規程第 11号）第２条の規定により読み替
えて準用する横浜市契約規則」と読み替えるものとする。 

６ 契約番号は、ある場合に記入すること。ない場合には空欄でも可とする。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 

（☐随意契約のため、在籍確認不要） 

通知書・申請書類・本人確認書類（         ） 

電話・その他（                 ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名  
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入 札 辞 退 届 

 

令和〇年 ×月 □日 

 

 横浜市契約事務受任者 

 

 

所在地    横浜市中区本町６－５０－１０ 

商号又は名称 横浜契約株式会社 

代表者職氏名 代表取締役  契約 太郎 

 

  次の入札について、都合により辞退したいのでお届けいたします。 

 

契 約 番 号  １２３４５６７８９０ 

 

件   名  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

△△営業部 ざいせい はなこ 

連   絡   先 
財政 花子 

045-1234-5678 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

同上 よこはま いちろう 

連   絡   先 
横浜 一郎 

045-9999-9999 

１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、不受理とする。 

２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、不受理とする。ただし、同一の人

物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、不受理とする。 

４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通

事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

５ 契約番号は、ある場合に記入すること。ない場合には空欄でも可とする。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 申請書類・通知書・本人確認書類（           ） 

電話・メールアドレス・ＦＡＸ番号 

その他（                      ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名  

 

 

  

記載例 

「所在地」、「商号又は名称」、「代表者職氏名」は有資格者

名簿に登録した内容と同一になるように記載してくださ

い。 

押印の省略が可能ですが、押印省略する場合は、「本件責任

者及び担当者欄」の記載が必須となります。さらに、提出

時に押印省略に伴う文書の真正性の確認を行います。 

代表者氏名と同一の

人物である場合も記

載してください。 

「本件責任者」と同

一の人物である場合

は「同上」でも可とし

ます。 

代表者、受任者又は

個人を特定できる印 

正確に記載してください。 

原則、固定電話番号

を記載してくださ

い。ただし、固定電話

を設置していない場

合は、携帯電話番号

でも構いません。 

横浜市使用欄のため、記載不要です。 

注意事項は必ず全て御確認ください。 

提出日を記載 

契約番号がある場合は記載してください。 

又は 

押印省略し、

「本件責任

者及び担当

者欄」を記載 
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入 札 辞 退 届 

 

  年  月  日 

 

 横浜市契約事務受任者 

 

 

所在地     

商号又は名称  

代表者職氏名               ㊞※ 

 

  次の入札について、都合により辞退したいのでお届けいたします。 

 

契 約 番 号  - 

 

件   名  中央図書館 地下 1階ホール音響設備等改修業務委託 

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 

１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、不受理とする。 

２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、不受理とする。ただし、同一の人

物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、不受理とする。 

４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通

事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

５ 契約番号は、ある場合に記入すること。ない場合には空欄でも可とする。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 申請書類・通知書・本人確認書類（           ） 

電話・メールアドレス・ＦＡＸ番号 

その他（                      ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名  
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